
ブロックPP別 物性値比較

ゴム添加量低減時の物性値比較

革新的自動車内･外装材の創出

経済産業省 中小企業庁 補助事業 評価事例①

フィラー強化ＰＰ材のベースとして
使えなかったＰＰが使用可能

ゴム添加量低減が可能

配合自由度を広げモノマテリアル化推進
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自動車内装材の規格値エリア
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衝撃強度低下の抑制
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